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「亡命」 作家 レ ー
ミ ゾフ と 厂記憶」

一 『劈り取 られた 眼で 』以後の レ ー ミ ゾフ ー

淵　　上　　克　　司

　 ゆめ

　 眠の 作家 A．M ．レ ー ミ ゾフ （1877〜 1957）に つ い て
， 彼の 日記， 書簡， 夊学

論 そ して 作家 で ある と同時に 画家で もあ っ た彼の 絵画等を収め た 貴重な記録

『ア レ ク セ ィ ・レ
ー

ミ ゾフ A ・ieiccefi　PeMH30B』 （1959）を残 して くれた童話作

家 H．1〈O！lPfil−ICKafi が
， 彼の どの 本の 内に 彼の 謎を解く鍵を探す こ とが で きる

vv ：、1　　、、　颪 ．み丶　　　し 目目 武 チ ー眸 　　　↑ノ＿　こ　・ノ ワ 〜，・干 、
痂 〃／　ト　乙　）tr 　lズ“ 》　’ブ 卍 、7 、

れた 眼で 』だ と思 う。 あの 本の 中で 私は 自分を とこ とん まで 裸に した 。 そ れか

ら， 私の rお 日様を追っ て 』だ。 あれを書い た 時は私は ， 何も考 え ず ， 何も頭

の 中か ら捻り出そうともせ ずに
，

ひ たす ら童話を生み出し一
大地に 生きる喜

びを歌 っ た の だ ！ω」

　 1921年 8月 7 日 ，
A．ブ P 一 クの 死の 日に ロ シ ア を永遠に 虫 っ た レ ー

ミ ゾフ

は ， その 後十年間，

ベ ル リ ン
，

パ リ， とその 時 々 の 亡命の 中心地 を転々 と しな

が ら， 『町の ざわめ き （MyMbl　ropoAa ）』 （1921）， 『ロ シ ア 民衆の 童話集 （CKa−

3KH 　pyccKoro　Hapo 双a）』　（1923），　『i咼巻 くノレーシ 　（B3BvaxpeHHafi　Pycb）』　（19

26）』等を発表 ， 亡命の 「古き世代」の 作家 として旺盛な創作活動を続ける。

　 しか し， 1933年 ，
レ ー ミ ゾ フ とは対照的な文学的伝統を持ち ，

レ ー ミゾ フ と

は犬猿の 仲で あ っ た〔2］　 K ．ブ ー ニ ン の ノ ー ヴ ＝ ル 賞受賞と相前後して レ ー ミ ゾ

フ は完全な沈黙に 陥る 。
こ の 沈黙は 1946年 まで 続く。 十年余 りに亘 る こ の 沈黙

期の レ
ー

ミ ゾフ に つ い て は外面的な生 につ い て も内面的な生 に つ い て も資料は

極度に 乏しい
。 彼の 沈黙の 外面的理 由は二 つ 挙げられ る。

一 つ は1932〜 3年を

境に それで な くて も 「私達は貧困に 富んで い た町 　とい う彼の 窮乏生活が極度

に悪化 した こ と ， もう一
つ は それに 伴 う妻セ ラ フ ィ

ー
マ の 病状の悪化 で あ る。

事実 ， 1940年6 月の ドイツ軍の パ リ爆撃か ら， 1943年 5月の 妻の 死 に到 る まで

の 3年間 ，
レ ー ミ ゾフ は

一 度も筆を 握る こ とさえで きなか っ た 〔4〕
。

　『剪り取 られた 眼で （nollcTpH＞KeHHblMU 　Ma3aMH ）』（1946了， 1951発表）は

こ の 亡命地で の 長い 沈黙を突き破 っ た 自伝的長編である 。
こ の 作晶に よ っ て 彼
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は 自らの 文学的危機を克服す る と同時に ， 亡命の 「古き世代」 の 作家 と して の

名を取 り戻 し ， 以後七十歳を超 えな が らもな お堰を切 っ た よ うに
， 妻セ ラ フ ィ

ー マ の 生涯 を描い た長編 『薔薇色の 閃きの 中で （Bpo30BoM 　6」エecKe ）』（1952），

独特の ゴ ー ゴ リ論 『事物の 火 （OrOHb　BemeA ）』（1954）等 々 を発表 して 行 く。

上述の H．KoaPffHCKafiの 記録 もそ の 刊行の 発意は レ ー ミ ゾフ に よ る もの で あ

り｛5｝
， 半ば レ ー ミ ゾフ 自身の 著作で ある

。
レ

ー
ミ ゾフ が 「私を と こ とん まで 裸

に した 」記憶の 書 『剪 り取 られた 眼で 』 は ，
こ れ ら晩年の レ ー

ミ ゾ フ の 諸作の

創造の 源で ある 。

　
一 方 レ ー ミ ゾフ が その 創作の 無意識性 と大地 との 繋 りを強調す る 『お 日様を

　 　 　 　 な 　 r・ー　 ソ 　 ロ 　 ニ

追 っ て （rloco汀oHb ）』は
， 1907〜 12年に 発表された彼の 処女童話集。 そ こ で 彼

は 彼の 民衆文学探求の 軌跡と彼自身の 原基探求の 軌跡 とを融合した童話世界を

創造 ， 事実上彼ぱ こ の 作品に よ っ て 作家 と して 出発す る こ と とな っ だ 6）
。

　本稿の 課題 は ， r剪 り取 られた眼で 』を中心 とす る 1950年代の レ ー ミ ゾ フ の

諸作 と処女童話集 『ポ ー
ソ ロ ニ 』 を繋 ぐ記憶の 核を見つ め

，
か つ

， 亡 命が レ ー

ミ ゾ フ に 何を もた ら したか ， その一端を問 うこ とで ある 。

　 さて ，
レ ー ミ ゾフ は 『勢 り取 られ た 眼 で 』の 冒頭 『記憶の 結 瘤点 （y3，．lbl　H

3aKpyTbl ）』 と題する序文で
， 「記憶」に 焦点を 集中し

， 次の よ うに 語 っ て い る 。

　 「人間の 記憶の 内に は ， 結び 目を作る点 ， 結び瘤を作る点 （y3Jlbl　H　3al〈PYTbl）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い の ち

が ある 。
こ の 結節点 ， 結瘤点の 内に こ そ人間の 《生命》が あ る の で あ り， こ の

結節点は ，

一 生記憶か ら消える こ とは ない
。 人間が生 きて い る限 り， 記憶か ら

消える こ とは ない
。 人は死の 前に は 《全生涯を思い 出す》 もの だ と言 う。 だ が

，

本 当に そ うだ ろ うか ？そ れ は散文的な精神の 持ち主お好み の 虚 構 で は な い だ

ろ うか ？　 何故な ら
， 《死》， それ は 単に 何か 余儀な き分離を意味する だ けで あ

り， 決 して終わ り （KOHel エ） を意味す る もの で はな い の だか ら（中略）。 人間の

記憶の 結節点は 無限に （llo　6eCKOHeqHOCTH）辿 るこ とが で ぎる 。 底な しの 底

へ と連な る記憶の 素晴しい 例は一
偉大な作家達の 諸主題で あ る。 しか し， 単

に ゴ ー ゴ リ， トル ス トイ ，
ドス トエ フ X キ イ の み な らず ， 我 々 もまた皆 （中

略）私の よ うに 出版の あて も全 くな しに 辛抱強 く書 き （nepenHcaTb ）続け て い

る者 もまた 同 じこ と ， （中略）突然内なる ものが 波の よ うに 畝 り寄 せ る 時， そ

の波の 因果律を超 えた畝 りを辿 っ て ， 我 々 の 生以前 の 記憶を は っ きりと眼に す

る こ とがで きる 。 （中略）結瘤 した記憶は一
生人間を追い か け る 。 人は突然そ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ め 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 ゆ め

れ を想い 出 した り， 突然眠に 見た りす る 。 眠の 中に は 単に 混乱 した 生が あるだ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しる し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆめ

けで は ない
， 単に 天 啓や天 か らの 徴があるだけ で はない

， 眠 の 中に は深い
， 深
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淵か ら姿を現わす記憶がある。 《結瘤 した 記憶》の 書を 書 く こ と ， それ は 出生

以来 の 年数を は っ き りと刻 印 され た 自分の 生以上 の もの を 書 くこ とを 意味す る 。

そ し て その よ うな書は 《忘れ 得ぎる こ と》に つ い て の 書 とな ろ う吻
　 ゆ め

　眠に 発現す る 無意識 の 論理 に 対す る 無限の 信頼を 再確認 した こ の 序文で ，
レ

ー ミ ゾ フ は彼 の 基本的 な記憶観を 明示 して い る。 即ち ， 記憶 の 個人的記億を超
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆめ

えた 無限性 へ の 信頼で ある 。 十年 余 りの 沈黙 の 後 に 発表 された 眠 の 作家 レ
ー

ミ

ゾ フ の 上 の 序文 は ， 単に 丁剪 り取 られた 眼で』 の 序文た るの み な らず ， 1950年

代の 彼の 創作活動全体の 序文 で もある 。

　『剪 り取 られた 眼 で 』，
こ れ は ， 「自然か ら， 極度に 優 し く超越的な受動的感

受性 を賦与 され て い だ 明　と評 され る レ
ー

ミ ゾフ の 幼年時代の 魂が感受 し吸収

した 世界の 記録で ある 。
こ こ で 彼は それ ま で 謎で あ っ た ， 彼の 創造 匱界を麦 え

て 来た 想像力 の 文学的源泉 ， 伝記 的源泉を 自らに 明 らか に し よ うとす る 。 幼年

時代に お け る ゴ ー ゴ リ， ドス トエ フ ス キ イ， レ ス コ フ
，

『千 夜一 夜物語』，
メ ー

リ ニ コ フ ＝ ペ チ ェ ル ス キ イ ，
ア ヴ ァ ク

ー ム
，

ヴ ェ リ ト マ ン
， 『フ ァ ウス ト』，

シ

ェ イ ク ス ピア
，

ノ ヴ ァ リ ス ， チ
ー

ク ， ホ フ マ ン
， ボ ー ド レ ール 等 々 等 々 及び無

数 の 口 承書承の 民衆文学 との 出遇い 受容が 語 られ ， 父母兄弟達や彼の 幼年時代

を取 り囲ん で い た 「虐 げられ し人 々 」 の 記憶が 呼び 起 され る 。

　だが レ
ー ミ ゾ フ は 単な る伝記 を志向 して い るわ け で は な い

。
「果 して 私 は 忘

れ る こ とが で きる だ ろ うか ？」 とい う リ フ レ イ ン の 鳴 り響 く中 ，
レ ー ミ ゾ フ は

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ め　　うつ つ

童話的文体で r剪 り取 られ れ た 眼で 』の 世界を 眠 と現未分離の 世界 と化 し つ つ
，

時に は 彼の 読書世界 の 人物その もの と化 し〔9｝
， 時に は 民衆の 想像力が 生み 出 し

た 人物その もの と化 L （i°］
， 時に は 父母 兄弟あ るい は 「虐げ られ し人 々 」 と同化

し〔11）
， 想像力 と現実の 境界を超 え ， 彼個人の 記憶 とい う時聞的空問的 「内面 の

壁〔12：ト」を超 えて 飛び 回 る。

　 レ ー ミ ゾ フ が 「た だお 前だ け を通 じて ， お 前 の 魂 だけに よ っ て 私は 何か
一

つ

の 統体 とな っ て い た〔12U とい う妻セ ラ フ ィ
ー マ の 生涯を ，

レ ー ミ ゾ フ 自身が 直

接に は 知 らぬ そ の 誕生か ら結婚まで の 時代 の 妻の 意識 の 歴史を も含め て 抽出 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ め　　 ゆぬ

た 『薔薇色 の 閃きの 中で 』，

ゴ ー ゴ リの 全 作 品 を 「覚め る こ とな き眠 と眠の 中

の 覚醒の 連環 131
」 と し て 把 え ， 『デ ィ カ ニ カ近郷夜話』 か ら 『死せ る魂』に 到 る

ゴ ー ゴ リの 無意識 の 核を 把 え よ うと し た 『事物 の 火 』 も直接 『剪 り取 られ た

眼で 』 の 記憶の 無限性へ の 信頼 と希求の 上に 成 り立 っ た 作品 で
，

これ ら三 作品

は 『剪 り取 られ た 眼 で 』 を核 と した 三 部作を成 し ，
H．　Konpm −iCi〈afi 『ア レ ク セ

イ ・ レ ー ミ ゾ フ 』 は そ の 補註をな し て い る 。 「地下室の テ
ー

マ に 魂を握 られ た
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作家〔陶 （r．9ynKOB ） レ ー ミ ゾ フ を ，
レ ー ミ ゾ フ の 尊敬す る哲学者 の

一
人 1・1．

A ，Va」II・HI−1 は 「文学上 に お い てすべ て が許 され る世界 （Bce ！！o3Bo 」leHI −IOCTZ ．）」

へ 遇進 した 作家 と評 した 匹51が
， 正 し く 『剪 り取 られ た 眼で 』 を核 と した 1950年

代 の 一 連 の 著作 の 世界に お い て レ ー
ミ ゾ フ は ， 記憶の 世界で の BceAO3BO ・leH −

HOCTb を確信 し ， 時空 の 壁を超 えて 亡 び し人 々 の 魂の 中に 入 り込み ， そ れ に よ

っ て 彼 自身 の 記憶 と ， 彼 の 個人的な記憶 を超 えた 無限の 記億を繋 ぐ核を見出そ

うと して い る の で あ る 。

　 さて ，
こ れ ら晩年の レ ー ミ ゾ フ の 変身の 記憶 の 世界の 原基 とな っ た r剪 り取

られた 眼で 』 は ， その 作 品世界の 冒頭か ら して ， 個人 の 記憶を超 えた 記憶の 無

限性 へ の 信頼と希求か ら生 まれ て い る 。 「剪 り取 られ た 眼で 」見 られ た 世界の

描写 は ，
レ ー

ミ ゾ フ 自身 の 記憶を超 えた 記億か ら始 ま る の で あ る 。 彼 は ， まず

イ ヴ ァ ン 。 ク パ ー ロ の 夜の 彼の 誕生の 記
1

億に つ い て
， 「乳母 の 乳 と共 に 飲み 込

ん だ｛i6）
」 童話世 界に つ い て 語 る こ とか ら始 め る。

　そ して ， 二 歳 。
こ の 年 レ ー

ミ ゾ フ は タ ン ス か ら転落 し ， 眼を傷つ け ，

一 生半

盲で 世界を凝視す る こ ととな っ た 。
『剪 り取 られた眼で 』 の 表題は こ の 半盲の

眼 に 由来す るの だが ， レ
ー

ミ ゾ フ は ， こ の 転落に よ っ て 初め て 彼 の 裡 に 「意識

が生まれだ 1
衵， と ， 次の よ うに 語る 。

　「二 歳の 時か らは っ き りと した 記憶が始 まる
。 私は ま るで 眠 り か ら 覚め た よ

うで あ っ た 。 そ し て 気が つ くと， 世 界ヘ
ー 如何な る罪 （npeCTyn 訌e翩 e）の 故

か
， それ と も何か の 試錬 の 為か

，

一
放 り出 され て い た

。 それ は
， 怪物た ち が

　 　 　 　 　 ゆめ 　　うつ つ

満 ち充れ る ， 眠 と現の 縺れ 合 っ た世 界で あ っ た （中略 ）

　私 の 覚醒は
， 血 か ら， 疼 くよ うな 痛み （60ilb）か ら ， 生 ま れ た 。 何 か し て

遊ぽ うと （い や ，
こ の 「遊ぶ 」 と言 い 方は 単 に 世間の 言い 草を借 りた だけの こ

と ， もっ と正確 に 言お う， 誰 か が私 の 手を取 り導 き）私は タ ン ス に 這 い 上 が り，

タ ン ス の 上 か ら ， 玩具の よ うな暖炉 の 上 に ， 鼻か ら真逆様 に 落ち た 。 そ して 死

刑 の 判決を 受けた 者の 最後の 瞬間の 鮮 明な眼 で （私 は ドス トエ フ ス キ イ の 『白

痴』 で こ れ に 出遇 っ た）， 私 は 見 た 。 その 時私は まだ 女の 子の 着物を着せ られ

て い た の だ が ， そ の 綾紋織の 白い 浮 き縞を伝 っ て ， 血 が流れ る の を見た の で あ

る 。 青い 窓の 向 こ うに …… ア ン ド ロ ニ コ フ 修道院の 白い 塔 の 壁が
， 鐘楼が見 え

た … … と， 何 の 前触れ もな く， 突然
一一 一

突然 ，
こ れ こ そ正 に 覚 醒 に 他 な ら ぬ

　　私 は 見た 。 《全 世界》， を見た の で ある 。 　　 それ は何 とい う世界だ っ た こ

とか ！一 そ し て私 は 《くる くる転 が っ て 行 っ た》… …そ して 私は 遠 く彼方 ，

底 の方か ら ， 二 度 と繰 り返 され る こ との ない 自分の 愛称 （レ ー ミ ゾ フ の 童話世
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界の 象徴で ある　　引用者註）が 聞 えて 来 るの を耳に し ， 眼を開けだ 18〕」

　 こ の 事件に よ っ て 生 じた レ
ー

ミ ゾフ の 眼 の 異 常が 発覚 した の は 彼が 十三 歳 の

時の こ とで ある 。
レ

ー
ミ ゾ フ は こ の 時初め て 眼鏡を か け て こ の 世界を見た 時の

驚 きを 次の よ うに 語 る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス 　　チ　　ヒ 　
e

　 ヤ

　 「十三 年間 ， 私 は 何か 際限 な い 自然の 本源的な 力の 荒れ 狂 うフ ァ ン タ ス チ ッ

クな世界に 生 きて い た 。

　悪夢に も似た 何か 別の 次元の 怪物が 膨 らみ （中略）その 周 りに 人聞の 顔が 輝

き ， 物達が光 を発 して い る 。
こ れ ，

こ の 《自然の 感受法》 こ そ私の 《自然 の 感

受法》で あ り，そ れ 故に こ そ私 は 十三 年間孤立 して い た の だ ！　 しか し
， （こ

の 十三 年間）私は ， 今 ， 突然私 の 眼に 匱界が 開けて 来た 今 ほ ど ， 自分が人 と切

り離され た 存在 で あ る こ とを痛 切に 意識した こ とは な い 　　こ れ が 同 じ神 の 世

界だ とは ！… … こ れ は 幾何学的に 計量 し尽 し得 る世 界 だ ！… …私 は ユ
ー

ク リ ッ

ドの 奴隷に な っ た の だに％」

　 そ して彼 は また繰 り返す

　「私は 一 つ の 姿の 裡に 生 まれ た
，

が
，

こ の 世界に 現わ れ た 時 （タ ン ス か らの

転 落事件を指す一
引用者註） に は別 の 姿に な っ て い た 　　我に 非ざる者 （He

的 に な っ て い た の で ある町

　「私 は 玄妙不 可思議 な もの （HyAlloe ） を ゴ ー ゴ リか ら， 疼 くよ うな痛み （60−

」 b）を ドス トエ フ ス キ イか ら ， 心 義 しき こ とを レ ス コ フ か ら受け継い で い る。

私 の 名が こ れ らの 作家の 註の 中に 留 まる と信 じた い 明 ， 後に レ ー ミ ゾ フ は そ う

語 っ た が ， レ
ー

ミ ゾ フ の 魂が 時空 の 壁 を超 え て 他者 と自己 の 記 憶 の 中 を 飛 び

回 る 『剪 り取 られ た 眼 で 』 の 世界で
， 「果 して 私は 忘れ る こ とが で きる だ ろ う

か ？」 と い うリ フ レ イ ン の 基 底 に ある もの は
，

ドス トエ フ ス キ イ ， あ る い は レ

ー ミ ゾ フ が 「何か の 罪 に よ っ て 地 獄 を追われ た悪魔tlX
」 と見な した ゴ ー ゴ リの

幼年時代 の 記憶の 影が泌 み 込 ん だ よ うな上 の 引用 文に 見 られ る二 歳時の 「意識

の 覚醒」 の 記憶 の リ フ レ イ ン の 彼方に あ る世界， 即 ち レ ー ミ ゾ フ 自身の 表現を

借 りれ ば ， 「全世界」， 「自然の 本源的な力の 荒れ狂 う世 界 1「私が私で あ っ た 世

界」 の 記憶で あ る 。 そ して こ の 「喪わ れ た 世界物 　とは 正 に レ
ー ミ ゾ フ が ， 自

らの 記憶の 限界を超 えて 『剪 り取 られ た 眼で 』 の 冒頭 に 書 ぎ込ん だ意識覚醒以

前の 世 界， 即 ち そ の イ ヴ ァ ン ・ク パ ー
ロ の 夜 の 誕生 か ら始 まる 「乳母の 乳 と共

に 呑み 込 ん だ 」民衆の 童話世界 ，
つ ま り， 「P シ ア の 作家に お い て ， 童話を語

る こ とが彼に お い て ほ ど重要 な役割を果 した 作家は い ない pm
」 （F．　Scholtz） と

言わ れ る レ ー ミ ゾ フ の 処女童話集 『ポ ー ソ Pt 二 』 の 母胎 とな っ た世界 に 他な ら
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な い
。

　戦争 ， 革命， 亡 命， そ して 亡 命中の 深い 沈黙期 間 を通 じて レ ー ミ ゾ フ は 自己

の 作品 中 『ポ ー
ソ 卩 二 』 に 最大 の 愛着を示 し続け て い る 。 彼 はその 間 しば しば

作品中に 『ポ ー
ソ ロ ニ 』 の 登揚形姿を再登場 させ as）

， 『ポ ー
ソ ロ ニ 』 に 示 された

童 女の 眼 で 世 界 を 眺め 直そ うと した し
，

レ
ー

ミ ゾフ に つ い て 語る時欠か す こ と

の で きない と言わ れ る遊戯的秘密結社 「猿類 大 自由院」 も 『ポ ー ソ ロ ニ 』の 世

界か ら生み 落 され た もの で あ り，
こ の 「三 次元 の 世界か らの 脱出の 象徴？et

」 も

また 直接亡命第
一

期の 彼の 作晶世界に 入 り込 み an
， 作品 の 枢輌を 作 り出 して い

る 。 また 殴界的玩具蒐集家 と して の レ
ー

ミ ゾフ の 出発点 も 『ポ ー ソ ロ ニ 』 に あ

る
。 そ して 何 よ りも強 く彼の rポ ー ソ ru 二 』 へ の 愛着を 示す の は ， 亡 命中の 沈

黙以 前に 残 され た 最後の 記録 とな っ た 手紙 に お い て
， 彼が 自ら 『ポ ー ソ ロ ニ 』

中の
一

形姿 と化 して 手紙 を書い て い る とい う事実圏
， そ して 彼が こ の 長い 沈黙

期間中 も， 黙 々 と 『ポ ー
ソ ロ ニ 』 に 登 場 す る諸形姿 の 絵を 描 き続け る こ とだけ

は d．1め なか っ た とい う事実
1？9）で ある 。

　 しか し，
レ

ー
ミ ゾ フ が 『ポ ー ソ ロ ニ 』 の 彼 に お け る重要性を特に は っ き りと

意識 し
， それ に 対 して 積極的に 発言す るよ うに なるの は 『剪 り取 られ た 眼で 』

を 以 っ て 始 め とす る 。 『剪 り取 られ た 眼で 』 に お い て 彼は
，

『ポ ー
ソ P 二 』 の 母

胎世界た る乳母 の 童話世界 と， それ と深 く結び つ い た 『ポ ー一ソ ロ ニ 』 中の 諸登

場形姿の 原像の 記憶を鮮 らせ 圃
， 『薔薇色の 閃 きの 中で 』で は ，

これ また 『ポ ー

ソ P 二 』 の 登 場 人物の 重要な原像で あ る一
人娘ナ タ

ー
シ ャ の 二 歳時の 記憶が 鮮

らされ C31）
， 『ポ ー

ソ ロ ニ 』 執筆時 の 状況 の 記憶が 掘 り起 され る B2｝
。

　 しか し ， 1950年代の レ
ー

ミ ゾフ と 『ポ ー ソ 卩 二 』 の 記憶の 繋 りを最 も如実に

語 っ て くれ る の は 50年代の 作品 の 源た る　『剪 り取 られた 眼 で 　（HOAC
’rpz 冫Kei エ

ー

Hb ！MH 　Ma3aMM ）』 の 表題そ の もの で あ る 。

一
般に は 理解 し難 い こ の 奇妙な表題

は 何を意味す るの か ， と H ．KOIIpmlcl〈aA が 問 うた 時 ，
レ ー ミ ゾ フ は こ う答 え

て い る 。

　「私は 眼を持 っ て 生 まれ た ， だ が 眼 とい うもの は 人の 魂に 従 っ て 与 え ら れ る

もの で あ る 。 私の 剪 り取 られ た 眼 は 私の 前 に
， 月や 星 や 彗星の 多次元な世界 ，

光 り輝 く雲 ， 生 きた 人間の 周 りに 輝 く震光の 世界を繰 り広げて見せ て くれた 。

普通 の 眼に は 空間は 満た された もの で は な い
。 だが 剪 り取 られ た 眼に は 満た さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　　　・　　　o　　　●　　　●　　　●　　　● 　　　●　　　魯　　　o　　　o　　　●

れ ぬ 空虚な空間は ない の だ鮒」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　り　　　　　　　リ　　　コ

　さて ， 「剪 り取 られ 眼で 」 の レ ー ミ ゾ フ 自身 に よ る 説 明 は
，

レ ー ミ ゾ フ の 読

者を直接 『ポ ー
ソ ロ ニ 』に 収録 され た 童話 『ザ ー

イ カ 』 の 註に 誘 っ て 行 く。 そ
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こ で 若 き レ ー ミ ゾ フ は こ う語 っ て い る 。

　「ザ ーイ カ　 　 子供達の 眼は 半ば 盲 目で 注 意 深 い
。 彼 らに と っ て は 恐 ら く世

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■　　　t 　　　e 　　　■　　　●　　　e 　　　O　　　o 　　　●　　　●　　　o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い の ち

界に は 満た され ぬ
一

隅 もな く， 周 囲の もの すべ て は 生命， 後に 意識 の 発達 に 伴
　　　　 e　　　　り　　　 　　　　 　　　　　り　　　　　　　　り　　　 　　　　　り　　　 　　　　り　　　 　

っ て ， あるい は 霧散 し， ある い は 自分の 確固 と定 ま っ た位置に 身を落ち つ けて
　 　 　 　 　 い の ち　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　ゆ め

し ま うあの 生命に 沸 き立 っ て い る。 眠 を 覚醒 と区別 す る こ とな く， 子供た ち は

昼 と夜を ……混 同す る鞠
　 　 　 ゆ め

　こ の 眠 と覚醒未分離 の 童女 の 眼前 に 展開す る 「満た され ぬ
一

隅 もない 」 世界

を描い た 童話 『ザ ー
イ カ 』 は ， 『ポ ー ソ ロ ニ 』 で ， 主題的に も作品構成的 に も

決定的な重要性を持 っ て い る 。 『ポ ー
ソ ロ ニ 』 で レ ー

ミ ゾ フ は 『ザ ーイ カ 』 を

要に ， 子供の 遊戯 と して 残 っ た 異教罠俗の 残滓や 口 承の 童話を素材に 創造 した
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆめ 　　う つ つ

60の 童話を ， 表題 rお 口様を追 っ て 』 の とお り春夏秋冬の 順 に 並べ て 眠 と現 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆめ

入 り混 じ っ た 半ば子供の 眠 の よ うな奇妙な時間世界BSを創出 して ， 原始の 民 の

時間感覚 と彼の 裡な る時間感覚の 繋 りを示 し ， また そ の 要た る 『ザ ーイ カ』 で
　 　 ゆめ

は ， 眠 と覚醒未分離の 童女ザ ー イ カ と ， そ の 「満た されぬ
一一一・Pl9もない 」世 界の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ ユ　チ エロ

深奥に 棲む ， イ ヴ ァ ン ・ ク パ ー ロ の 夜の 「生命 の 火」の 素材た る案山子か ら生

み 出 した 生死 未分離の 存在チ ュ
ー

チ ェ 卩 ・チ ュ ミ
ー

チ ェ P に 「始原 の 世界 の 全

体性の 明 らか な微岡」 （エ リア ーテ）で ある両性具有を見出し， 彼と原始 の 民を

結ぶ 無意識の 繋 りを示 して ， 「我」 と 「我 ら」 の 合体の 歓びを歌 っ た働
。

　 レ
ー ミ ゾ フ が その 創作の 無意識性を 強調す る 『ポ ー ソ ロ ニ 』 の 主題 ， 作品構

成 ， そ して そ の 大地 の 上 に 立 っ た 「我」 と 「我 ら」 の 繋 りは その 後 も長 く，
レ

ー
ミ ゾ フ の 創造に と っ て 無意識の 理想 と し て残 り続けた 鮒

。 短編を集成 して
一

つ の 作品 世 界を創出す る レ
ー

ミ ゾ フ の 作品の 特徴を 後年 B．シ ク ロ フ ス キ イ は

主 題の ない 文学
1鋤 と呼び H ．AH 皿peeB は 「ジ ャ ン ル の 破壊町 と呼ん で こ れ を

丈学者 レ
ー

ミ ゾ フ の 最大の 功績 と し ， ま た P．Carden は ， 後の 彼の フ ォ
ー ク

ロ ア 改作群を 把 えて ，
レ ー ミ ゾ フ は 「ス トー リー として の 物語に よ りも ， 物語

を生 み 出す精神性に よ り多 くの 関心 を持 ち ， そ れ故 ， 芸術家 とその 喪わ れ た 原

始 の 意識を 繋 ぐ言語 に 眼を 向けた 。
レ ー ミ ゾ フ は 魔力に よ っ て喪われ た 意識を

把 え ， それ と溶融 し よ うと して い る か の よ うに 見 える鋤 　と語 っ た が ， その 原

基は 『ポ ー ソ ロ ニ 』 の 世 界に あ る 。

　亡 命後 もまた レ ー
ミ ゾ フ は 無意識の 裡に 『ポ ー

ソ ロ ニ 』 を 範 と し ， 時間空 間

を超 え て 「我 ら」 と繋が っ た 我を 見出そ うと精力的 な活動を 続けた 。 しか しそ

こ で 彼は 他を対象化す る緊張感 と引き換 えに 自己 を対象化す る緊張感 を喪失す

る危険に 絶 えず さ らされ て い た za
。 1930年代 の レ

ー
ミ ゾフ の 長 い 沈黙 は こ の 自
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己対象化喪失の 危険か ら生 まれ た もの だ と私 は思 う。 そ して 『剪 り取 られた 眼

で 』。

　上 に 引い た レ ー ミ ゾ フ 自身の 『剪 り取 られ た眼 で 』解題が疑 い の 余地 もな く

は っ き り示 して い る こ とは ， レ ー
ミ ゾ フ が 『剪 り取 られた 眼 で 』に お い て 再 び

「我」 と 「我 ら」 の 繋 っ た 『ポ ー
ソ Pt 二 』， よ り正確 に 言 えば 『ザ ー

イ カ 』 の 世

界の 再現 を夢見た こ とで ある 。

　 しか し レ ー
ミ ゾ フ は 『剪 り取 られた 眼で 』 に お い て ， 「喪わ れた 世界」， 原始

の 世界 と繋 っ た 『ポ ー ソ ロ ニ 』 の 時 間感覚 と両性具有の 世界を再 び見出す こ と

が で きたか ど うか
。 それを最も良 く示 して くれ る の は ， 『剪 り取 られ た 眼 で 』

の 補註 とな っ た KonPfiHci〈afl の 記録 に 残 され た レ
ー

ミ ゾ フ の 『ポ ー ソ ロ ニ 』

に対す る 痛切な哀切 の 叫び の 数 々 で ある。

　「お お ， ポ ー
ソ ロ ニ ！　ああい う物 は もう書けは し な い

。 あれ は一
度 しか 書

け ない もの 。
…… ポ ー ソ ロ ニ は 大地 の 根 その もの か ら生 まれ た もの だ

。 あれ こ

そ青春だ ！as」

　「（あの 頃は ）苦 しい 日 々 だ っ た … … しか し， 天か ら光が漏れ て来た 一
そ し

て そ の 時 『ポ ー
ソ ロ ニ 』 が生み 出され た の だ   」

　「恐れ と慄 ぎを感 じなが ら私は こ の 本 を開 く。

… … こ れ は私 の 最初 の 本 ， 私

の 《無私 の 本》… … こ こ で 一 私 は 無心 に 歌 っ た ， 鳥が歌 うよ うに 歌 っ た ……

　大 きな記 憶一 原基   」

　「私は 心 の 底か らこ の 本を信 じて い る一 そ れ は ま っ た く軽や か な心 か ら生

まれ た もの
。 そ して 《穏か な 気分》の 瞬時に ふ と思 い 出す何か 春の よ うな もの

に つ い て の 記憶」

　確か に レ ー
ミ ゾ フ は 『剪 り取 られた 眼 で 』に お い て 時折限 りな くその 記憶の

核に 近づ く。 た とえば それ は
， 彼が 十三 歳で 眼 の 異常 を発見 した 後初 め て ， 二

人の 男女の 愛の 地 下世 界で の 炎上 を描 い た 『千夜一 夜』 に 出会 っ た時 の 記憶を

蘇 らせ る時 ，
レ

ー
ミ ゾフ の 意識 の 表面に ま さに 浮上 し て 来ん とす る 。

レ ー
ミ ゾ

フ は 『誰に も似 て い な い （HH 　Ha 　Kal〈y｝o　CTaTb ）』 と題す る章で それ を次 の よ

うに 描 く。

　「まだ私 の 喪わ れ た 玄妙不 可思議の 世界に 代わ っ て 書物の 世 界が現わ れ 始 め

た ばか りの 頃 ， 私 は ， 『千夜一 夜物語』 と一 幾千 の 童話の
一

つ と して こ れ ほ

どまで に 私の 魂 に 触れ た もの は な く， 今で も私 は あれ を 忘れ る こ と が で き な

い ！一 そ の 第 十一夜 の 物語 と出遇 っ た
。

『私の こ とだ』， そ うい う声が 私の 裡

に 聞 えた
。 私は 自分を兄 と して見 た 。 だが私 は そ れ 以上 に 鮮烈 に 自分 を 妹 ，
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べ 　
　

　ノレ

面紗 に 身を 隠 し， 香水 の 匂い を発散 させ ， さ まざまの 高価な装身を 身に つ けた ，

妹 ， と して 感 じた
。

『こ れ ほ どの 感覚が 存在す る ，
こ れ ほ どの 感覚の 炎 上 が ，

の　 　 　　 　　 ■　　 o 　 　 　e　 　　■　　 　り 　　 　e

無私 が ， 存在す る』 私 は妹 と兄の 犯罪的な （npeCTyffHblti ）な愛の 物語 の 頁を め
　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ゆ　　　の　　　9

くっ て は 物語 を繰 り返 し繰 り返 し口 に 上 せ なが ら思 うの だ っ た 。 （中略） 自分

を妹 と兄 と して 感 じなが ら， 私は （中略）突然感 じた 。 酔い が 回 っ て くるの を，
　 o 　　　d 　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　り

自分が酔 っ て い る の を幼」 （傍 点引用者）

　一 般に レ ー ミ ゾ フ の 世 界に は 両性具有の イ メ ー ジ が しぼ しば顔を覗 か せ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆめ

彼が 作品中に 記 した 眠 で は しば しば男か ら女 へ
， そ して 女か ら男へ の 変身が見

られ る pmし ， 彼 の 残 した 絵の 一 葉に は 中央に 描か れた 人物 の 下 に 「こ れ は私が

女性 の 服を着 て歩 い て い る と こ ろ 町 とい う書き込み が なされ て い る
。 彼が妻

セ ラ フ ィ
ー マ の 処 女性の 中に 入 り込 ん だ 『薔薇色 の 中で 』 は 作晶そ の もの が彼

の 両性具有性の 無意識 の 発現 と言え る だ ろ うし ，
K ．　Geib は こ の 作品中で老婆

が 自分の こ と を 男性形 の 過去語尾で 語 る奇妙な文章  を 指摘 して い る tbが ，
こ

れ も主 人 公 オ ー リ ャ の 原初 の 記憶に 関係 した 文で あ il　、
レ

ー
ミ ゾ フ の 裡な る両

性具右性を考慮に 入れ なけれ ば理解不 可能 だ ろ う。 そ して レ ー ミ ゾ フ は また そ

の ゴ ー ゴ リ論 の 中で ， イ ヴ ァ ン ・ シ ュ ポ ニ カ の 夢を取 り上 げ，女性 が男性の 裡
　 　 　 　 　 　 ゆめ

に 満ち るの は 眠 の 最 も奥深い 部分で あ る と語 っ て い る軌 ま た 上 述 の 16tlbxH

は レ ー ミ ゾ フ が人間の 裡 に 見た 暗い 原基， レ
ー

ミ ゾ フ の 創作の 最大の 問題性を ，

レ
ー ミ ゾ フ の 裡な る女性的原理 に 見 出 して い る靴

　しか し こ れ らに お い て 両性具有は レ
ー ミ ゾ フ の 無意識の 世界か ら再び浮上 す

る こ とは なか っ た 。
レ

ー ミ ゾ フ に と っ て 上 の 記憶 の 再発見は よほ ど衝撃的 な も

の だ っ た の だ ろ う。 死 の 十 日前に も彼は r剪 り取 られ た 眼 で 』 に 記 した こ の 千
　 　 　 　 　 ゆめ

夜一夜 の 「眠 」 を想い 出 して い る 暁

　だ が瞬時記憶の 核を想起 しか け る場 面が ある とは 言 え ， 『剪 り取 られた 眼で 』

で レ
ー

ミ ゾ フ は 『ポ ー ソ ロ ニ 』 の 世界を再 現す る こ とは で きて い ない
。 それ が

最 も良 く現わ れ て い るの は ， 『勢 り取 られ た 眼 で 』 の 作品世 界に お け る 時間的

核の 喪失で あ る 。 上 述の H ，AH 江peCBは 「しか し レ ー ミ ゾ フ の ジ ャ ン ル 破壊は

成功 しなか っ た よ うに 思 え る 6舶　と語 っ て い るが ，
こ れ も同 じ こ とを指 して い

よ う 。 作品世 界に お け る時間的核の 喪失は 両性具有が 「始原 の 世 界の 全体性」

へ と繋 る こ とを妨げて い る 。 そ して こ の 作 品世界に お け る 時聞的核の 喪失は 単

に レ
ー ミ ゾ フ の 老 齢に よ るだ け で な く， そ の 亡 命 とい う条件か ら生 まれ た もの

だ と私は 思 う。

　 レ ー ミ ゾ フ が沈黙の 中で 執筆を再 開 した の は 1943年 ， 妻の 死 後四 十 口後の こ
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と 。
レ ー ミ ゾ フ は 『薔薇色 の 閃 きの 中で 』で こ の 四 十 日を キ リス トの 荒野 の 試

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆめ 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　ゆ め

錬に 喩 えつ つ
， 今彼に と っ て は パ リが 眠なの で は な くロ シ ア こ そ眠 な の だ と悟

っ た と語 っ た ee後 ， その 執筆 再開時 の 状況を次の よ うに 描い て い る 。

　「私 は 書きなが ら生 きた 人間を眼前に 見て い た （中略）。 しか し， 書 き終 え る

や 否や私 は 自分が 霊安室に い る の に 気づ くの だ っ た （中略 ）

　人間は 自分の 力を超 えた もの に も耐 え る こ とは で きる 。 （中略 ） しか し あ ら

ゆ る忍耐 に は 限界が あ る 。 そ して 最後の 忍 耐 の 限度が切れた時 ， そ こ に は音 も

な き黒い 深淵が ， 自か らの 身か らの 脱出 ， 分裂 （pa311BoeHze）が現 われ る 。 し

か しそれ は分身で は ない
。 私の 苦 しめ 甬掻 れ た 《私》の 上に

， 私の 力ある揺ぎ

なき 《私》（《H −a》）が 閃い て い る の だ吻
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ め

　『剪 り取 られ た 眼で 』 は ロ シ ア を眠 と して 諦め た レ
ー

ミ ゾ フ の ロ シ ア を奪還

し，
ロ シ ア の 民衆 と繋 っ た 「我」 を取 り戻そ うとす る最後で 最大 の 試み で あ っ

た 。
だ が こ こ で は 記憶の 核た る 「我」そ の もの が異 国の 地 で 分裂の 危険に 直面

して い た
。

こ の 大地 か らの 自己 浮遊感覚こ そが レ ー ミ ゾ フ に 自らの 記憶 の 核を

掴 ませ る こ とを拒否 し ， 彼 の 作品構成 の 軸を喪わせ る 最大 の 原因で あ っ た と私

は 思 う。
レ ー ミ ゾ フ の 『ポ ー ソ m 二 』 へ の 哀惜の 叫び は 同時に こ の 自己 浮遊の

意識が 生 み 出 した 卩 シ ア の 大地 へ の 哀惜の 叫び だ っ た と言 っ て い い だ ろ う。

　 しか し ，
こ の 大地 か らの 浮遊の 感覚は 更に レ ー ミ ゾ フ の 文学意識そ の もの を

極限 まで 問 うこ とに な る 。 その 意味で 興味を魅 くの は ， 彼 臼身の 重要な文学 的

源 泉の
一 つ で ある ゴ ー ゴ リに つ い て ， 亡 命後初め て 書い た 『事物 の 火』 で あ る 。

　 ゴ ー ゴ リの ホ モ セ ク シ ェ ア リテ ィ を 真正面か ら取 り上 げた S．Karlinsky が ，

ナ ボ コ フ の ゴ ー ゴ リ論 と並 ぶ 「鮮か な ゴ ー ゴ リの 読み 込み 剛 720世紀の ゴ ー ゴ

リの 主導的後継者の
一

人 に よ る最 も重要な研究の 一
つ

6刻　と呼ぶ こ の 特異 な ゴ

ー ゴ リ論で ， 事実の 集積の 無意昧性 を指摘 し〔60）モ チ ュ リス キ イ ，

ベ ール イ 等 の

ゴ ー ゴ リ論の 視野 の 狭 さを難ず る6D レ ー ミ ゾ フ は ゴ ー ゴ リ の 自伝的側面を無視

し手法の 分析を飛 び越 え て 直接作品世 界に 飛び込 み ， 作品 中の 人物の 「内的モ

ノ ロ
ー グ6a」 を 展開 して ゴ ー ゴ リ と白己 を繋 ぐ無意識の 核を 把え よ うとす る 。

　 　 　 　 　 　 ゆめ 　　 ゆ め

ゴ ー ゴ リの 「眠 を 眠見た 物 こ の ゴ ー ゴ リ論で ，
P 一ザ ノ ブ の ゴ ー ゴ リ論を 補

足 しつ つ レ ー ミ ゾ フ は ，
ゴ ー ゴ リは キ キ モ ラ で ある ， と結論す る 。 そ して ， キ

キ モ ラ と は森 の 霊 と人間 の 合の 子で あ り， そ の 存在は 森 の 霊 の もの
， 空想は 人

間 の もの で あ る ， と述べ た 後 ， 彼は 言 う。

　 「キ キ モ ラ は 人問に 索か れ る ， しか しそれ は 人問に な る こ とは 許 され て い な

い （中略）
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　一 ロ シ ア 文学は ゴ ー ゴ リに 魅 され て い る ！

　そ ， その 通 りだ 1　 それ が 自らの 裡か ら人間に な りた い とい う夢を 消す こ と

さえで きれば 。 しか し こ の 夢か ら逃れ る道は それ に は な い 。 そ して そ の こ との

内に こ そその 運命が あ る（吻

　 こ の
一

節の 主調音は 大地 との 繋 りの 強調に で は な く， 大地 との 乖離の 苦痛の

意識 と大 地 へ の 憧れ の 「悲劇的な響 き制 に あ る 。 そ して そ の 大地 と の 乖離の

悲劇的苦痛を レ
ー

ミ ゾ フ は 「我 々 の 憂悶611」 と し ， そ の 根源の 発露を ゴ ー ゴ リ

に 見 るの で あ る。

　 もち論 こ うした大地 との 遊離の 意識は
， 彼 の 作家形成 の 根源 を 襲 い ， 「私 に

と っ て は 本がすべ て で あ っ た 紛」 「一 生本だけが 私を支えて くれ た 鋤 等の 叫び

を生み ， 時に 『ポ ー ソ P 二 』 に お い て感 じ られた 自己 の 裡な る大地 との 繋 りへ

の 疑念を抱か せ るに ま で 到る 69
。 そ こ に あ るの は 「ロ シ ア の 伝統的土 壌に 確固

として 根 ざして い た 点で 象徴主義以上 の もの を 含ん で い た   」 作家 レ ー
ミ ゾフ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆめ

の
， 『ポ ー ソ ロ ニ 』 に お い て 自分は 古代の 民俗を素材 とし つ つ

， 原始 の 民 の 眠

を見た だ け で は ない の か とい う恐 怖で あるaD
。

　恐 らく彼の 大地喪失の 意識が ゴ ー ゴ リ以来の 全時代を蔽い
， その 頂点に 達 し

た の は ， 彼が 「私 は生 きなが らに 葬 られ た人間で あ る 。 何故な ら私は 言葉を 信

じたか らで ある吻 と語 っ た 時で ある 。
こ の 時 ， 民衆 の 言語の 本 質 を 把 え 民

衆言語を創造 し よ うと願 い なが ら，
P シ ア 時代に は作家の 為の 作家等 と非難さ

れ ， 皮 肉に も亡 命後 「最 も ロ シ ア 的な （caMb 盛 pyccefiUIHA） ロ シ ア 作家 a3．1と

呼ばれ る こ とに な っ た ， 文学 に 淫 した 作家 レ ー ミ ゾ フ は ， 言葉に 携わ る者 の 誇

りと同時に ， 同 じ く自分を しば しば生 きなが らに 葬 られ た よ うに 感 じて い た ゴ

ー ゴ リ， そ して ドス トニ フ ス キ を学び ， 銀の 時代に は 生 きなが らに 葬 られ た存

在を蘇 らせ よ うと し続けedi
， 亡命後に は 自身生 ぎなが らに 葬 られ た ae彼 自身の

存在基盤た る文 学の 持つ 恐 ろ し さを こ の 上 な く痛切に 感 じて い た と言 っ て い い

だ ろ う。

　「そ う，
ゴ ー ゴ リよ ， 今 口は春だ ， 手紙を くれ   」，

KOJIPfiHCKaHは レ ー
ミ ゾ

フ の 生 前最後の 言葉を こ の よ うに 伝え て い る 。
ロ シ ア 象徴主 義の ゴ ー ゴ リ受容

の 問題 は 本稿の 課題 を逸れ るが ，
レ ー ミ ゾ フ 生 前最後の こ の 言 葉は恐 ら く 「大

地 喪失」故に記 憶の 核を再 び 掴み 得な か っ た 「亡命」 作家 レ
ー

ミ ゾ フ が
， 自ら

の 大地 喪失の 根源に あ る銀の 時代の 創作活動の 基盤の 一 つ とな っ た 作家存在に

対 して 問い か けた 丈学 その もの の 持つ 謎に 関す る問い か けの 一つ だ っ た と言 っ

て い い の で は ない だ ろ うか 。
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， ．B　 KH
，

‘‘
IMocTbI

”

，

　1968，　13
− 14， cTp ．370・

鋤　PeMH30B
，　A ．巫 り

‘‘B3BplxpeHHafi　Pycb
’

〜napH｝K ， 1927
，　cTp ．272−297

，

‘‘KyKxa”

，

　oP ・cit ．，　cTp ・38−43・HT ．江・

  　
‘‘1
”
IHcbMa　 A ・从 ・PeMH30Ba 　 H　B・A・BpK）coBa 　 K　O・MaAeLlyHrジ ，

　Copenhage 馬

　1976， CTP ・56・

rlo刀TopaUKH 員，　oP ・cit ．
，　cTp ・276．

‘‘r【o ！（CTpH ＞KeHHblMH 　r”a3aMn
”

，　CTp ・114・

TaM 冫Ke ，　CT正）．30，

TaM 冫Ke ，　CTP ．29．

TaM 冫Ke ，　CTP ．72・

TaM ＞Ke ，　CTP ．173・

CTPyBe ・ F・・
‘‘PyccKafi　nH ’repaTypa 　B　H3rHaHH 騒

’
  rlapH冫K ，

1956
，　cTp ．259．

‘‘OrOHb　Be 現 e員
”

，
　CTP ．26，

‘‘TloncTpM）iceHHIiIMH 　rna3aMHf
’

，　cTp ・73．

Scholtz
，
　 F

，

“ Vom 　 Velksmarchen 　 zum 　 volkstUmlichen 　 Kunstmarchen
，
　 Ale・

　　　　　　　　　　
’》

Remizov 　 als　 Marchenerzahler”
，
　 in “ A ．　 M ．　Pemnzov

，
　 Rus ・
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  　rpeqH田 KHH ．　G 　C．
，

‘‘ApxHB 　A ．　iM −．　PeMn30Ba
”

，　B　KH ．
，

‘‘
Ex（eronHHK 　pyKoA 陸

　cHoro 　oTAeJla 　HyulKnHcl〈oro 　双oMa 　1975］
’
，　cTp ．34．

　（東京 大 学文

　収） p．47．参照

Gg）　− KJIoBcKHil ，　B・，　Co6 ，　Coq・MocKBa　1974 ，　ToM 　1，　cTp ．184．

  　AH 双peeB，　H ，

‘‘A ，瓢．　PeMz30B”

，　B　KH ．“ rpaHH”

， 1957， 34−35，　cTp ．212．

  　Carden
，　 P ．，

‘‘Ornaipentalism　 and 　 Modernism ”

，
　 in ‘‘Russian　 Modernism −

　Culture　and 　the　Avan  
・Garde

，
1900−1930”

（ed ．　G ．　Gibian，
．
　H ．　W ，　 Tjalsma），

　Ithaca　and 　London ，
1976

，
　 P．58．

  　　
‘‘1
’
loncTpli＞lceHI−lblMH 　rna3aMH

”

，
　cTp ．28

，
249

，
　H　T ．　n ．．

 D．
‘‘Bpo30BoM 　6necKe”

，　cTp ．297−304
，
　H　T ．　A ．

tlE）　TaM ＞Ke
，
　CTP ．302

，
　H　T ．　 A．

B3　1〈o 双pflHcKafi，　oP ．　cit ．
，　cTp ．96．

  　PeMH30B，　A ．　rvl．，
“ HoconoHb ”

，　MUnchen ，
1971

，
　cTp ．259，

B＄　L｛y”KoB ，　oP ．　cit．
，
　cTp ．1／．

B6）．　 M ．エ リ ア ーデ ， 『悪魔 と両性 具有』， せ りか 書房 ，
1974．　 p．、141．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 −　　ソ　 ロ　 ニ
匈　拙稿 「幻 の 両 性具 有　　レ ー

ミ ゾ フ 『1
’
IOCO，aOHb （お 日様 を追 っ て ）』 の 世界

　e   ⇔」 （「卩 シ ア 文学論 集」創 刊 号〜第 3 号 ， 1977 ， 12 〜 1979 ， 2
， 所収 ）参照

  　拙稿 「『亡 命』 と民衆 の 逆 説　　 『亡 命』 作家 レ
ー

ミ ゾ フ の 孤絶 と受 容　　e 」，

　　　　　　　　　　学部 ロ シ ア 文 学研究畫 刊 「卩 シ ア 『亡 命』文学 の 研 究一「， 1979，3，所

　　　前掲拙稿 「『亡 命』 と民衆 の 逆説 」p。54．参照

　　　KoApfiHcKafi
，
　 op ．　 cit．

，
　 cTp ，172．

¢1φ　TaM 冫Ke
，
　CTP ・180．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

  　TaM 冫Ke
，
　 CTP ．168．

  　TaM ）Ke ，　CTP ．182．

　　　
‘‘HOACTPH 冫KeHHblMH 　rπa3aMH

”

，　cTp ．86，

　　　
t‘B3BHxpeHHafi　Pycb”，　cTp ．319， 339，　H　T ，　n．また ，

“1
”
loAcTpH＞lceHHblMH 　raa ・

　　3aMH
”

，
　cTp ．89

，
143

，
179 等参照

  　Ko 皿pfiHci〈a到，　op ．　cit ．，　cTp ．58．

60）　
‘‘Bpo30BoM 　6necKe ”

，
　cTp ．137．

  　Geib
，
　K

，

“ A 。　M ．　Remizov ”

，
　MUnchen

，
1970

，
　p．155．

6オ　‘‘OrOHI） Bellle 員
”

，
　CTP ．74．

63　HoJITopaUKH跋，　op ．　cit
り 　cTp ．280．

　　　1〈onpffHcl 〈afi
，
　op ．　cit ．

，
　 cTp ．125．

6S　AH 双peeB，　H ．
，
　op ．　cit．

，
　cTp ．212．

6 　‘‘Bpo30BoM 　6necKe ’，

，
　cTp ・378。

6勿　TaM ＞fce，　CTP ．381−2．

働　Karlinsky
，　Sり

‘‘The 　Sexual　Labyrinth　of 　Nikolai　Gogo1 ”

，
、　Cambridge

，
1976

，

　 P．291．

  　Ibid．
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，
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，
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，
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　oP ，　 cit ，
，
　cTp ，172．

Geib，
　 op ．　cit

り p，166．

K）pbeBa・ 3・， ‘ ‘PeMH30B　o　roPone’
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‘‘HoBb磁 ＞KypHaJ ”

， 1958・KH ・54・

CTP 。118，
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《
Ψ

 
血
Ψ
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“ OrOHb 　 Bellleti
’

  CTP ．116．

TaM　 me ．

TaM 冫1くe．

KoJLpAHclζaH ，　op ．　cit．，　cTp ．3Q．

TaM ｝Ke
，　CTP ・20・

‘‘Bpo30BoM 　6JlecKe” ，　cTp ・284
，　KoAPfiHcKafi，　cTp ・291・

Mirsky ，　D ．　S．，
‘

℃ onte 皿 porary 　Russian　Literature
，
1881− 1925”

，
　London

，
1926

，

　 p．283．

  　前 掲拙稿 「幻 の 両 性 具有（惇
凹
， p．42．参 照

  Remizov ，　A ．　M ．，
“ Mu ’

allaq 盃t”

，　in
“ The 　 Bitter　Air　 of　 Exile： Russian　Wri ・

　 ters　 in　 the 　 West 　 1922−1972”

，　 Berkeley，
　 Los　 Angels

，
　 London

，
　 p．47．

  　AHApeeB ，　H ．，　op ．　cit．，　cTp ．205
，
　H　T ．　A．

  　『ポ ー
ソ
．P 二 』 そ の も の が こ う呼 ばれ得 る だ ろ う， ま た 同 じ初期 の 代 表 作 『十字

　架 姉妹 （KpecToBble　cec
’
rpbl）』 も，

チ ュ ル コ フ の 指 摘 し て し・ る よ うに （
tlynKoB

，

　op ．　cit．，　cTp ．30．，　cf．“ KpecToBble　 cecTpbl
’7

，
　 B　KH ．‘‘A ．　M ．　PeMH30B ．　Pacclくa3M

　IV ”

，　MUnchen ， 1971，　cTp ．74．142．）そ の 主 人公は ， 生 ぎな が られ に 葬 られた 人間

　 で あ る 。

セ⇒　
“ fiO八cTPMI 〈eHHblM 　H　rJua3aMva

，，

，
　cTp ．15

，
　H　T ，双．

を〔う　KOnPfiHCKafi，　op 。　cit．，329．
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"I'IaMflTb"
 Jlnfi PeMH3oBa B  gMurpauvan

noBecTpl  KIIoncTpla>KeHHblMH  rfia3aMH)

O  Perm3oBe  nocne

                                          KauycH ¢ YTItlKAMIil

   KorJLa H. KonpfiHcKafi crrpocuna  A. M. PeMH3oBa, B  KaKHx  KHvarax  Hy)KHo

vaCKaTb  K  HeMY  Pa3rallKy, OH  Ha3BaA  11Be KHHPn:  IIePBHIUI C60PHHI{  CKa30K  
"HO-

coJoHb"  (1907), H  aBTorpa(PHHecKyio  noBecTh  
"noncTpHmeimbiMn

 rna3aMH"  (1951).
"I-IoconoHb",

 lcoTopaH  6blJIa co3AaHa  H3  ero  H3ygeHHH  (bonbKnopa  li n3  ero  HcKa-

HHfi  Haga"a  >ICH3IIH, fiBnfleTCfi OCHOBHblM  nYHKTOM  ePO  CnelLYK)1llerO  llYTH,  H

PeMH30B  OI<a3blBaJI 60flbMYiO nPHBfi3aHHOCTb  K  9TOMY  HPOH3BelleHHro  B JHTePa-

TYPe  H  B UH21VIBHAYaJIbHOti  >KH3HH,  OC06ellHO eTa  nPMB"3aHHOCTb  YCHJIMBanaCb B

1950 ronax,  I<orAa  Hocne  nonrovo  Mo,llgaHnfi  B gMHrpallHH  oH  orrHTb  npHHfinCfi

3a  HePO.  Eecco3HaTe"bHo  ouyurafi,  gTo  B  
"noco"olm"

 3aKn}ouella  epO  HPafiaMfiTb,

oH,  B fipoH3BeneHHfix  B  1950 roJlax,  Hatm}Iafi  c 
"I-IoAcTpH>IceHHblbem

 pJa3aMH",  gHe-

PrHtlHO H  C03HaTeJIbHO  CTaPaJICfi  BOCCTaHOBvaTb  MHP  
"I-IOCOaOHH"

 M  HePe3  STO

B3fiTb  06PaTHO  erO  nOTePfiHHblil  CKa30qHblva  MHP,  rJte HeOTILeJIM!O  06beAHHflIOTCfi

erO  
"fi"

 H  
"BeCbMHP".

 DTa  CTaTbfl  CTaBHT  llenblO  IIPOCneAHTb,  KaK  PeMH30B HCKan

ero  
"noTepfiHHoro"

 B 1950 ponax,  H  KaK  xlethcTByeT }KH3Hb  BHe  PoccHH Ha  ero

npopl3BeneHHfi.
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